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副
市
長　
　

秘
書
広
報
課
と
企

　

画
調
整
課
で
構
成
す
る
市
長

　

公
室
を
設
け
た
ね
ら
い
は
、

　

市
長
の
指
示
・
意
向
を
各
部

　

に
的
確
に
伝
え
る
こ
と
、
市

　

の
施
策
を
市
民
に
迅
速
・
的

　

確
に
伝
え
る
こ
と
、
緊
急
性

　

を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
迅

　

速
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど
で

　

あ
り
、
権
限
の
集
中
と
い
う

　

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
重

　

要
施
策
等
に
つ
い
て
は
、
従

　

来
ど
お
り
都
市
経
営
戦
略
会

　

議
な
ど
、
関
係
部
長
で
議
論

　

し
て
決
定
し
て
い
く
こ
と
に

　

変
わ
り
は
な
い
。

教
育
長　
　

２
学
期
制
に
つ
い

　

て
は
、
昨
年
度
、
学
校
関
係

　

者
を
中
心
と
し
た
内
部
検
証

　

委
員
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま

　

で
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し

　

た
。
そ
の
中
で
、
ご
指
摘
の

　

よ
う
に
２
学
期
制
の
趣
旨
が

　

十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
と

　

い
う
課
題
も
出
て
き
て
い
る
。

　

今
年
度
、
学
校
以
外
の
教
育

　

機
関
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
識
経
験

　

者
な
ど
に
よ
る
外
部
検
証
委

　

員
会
を
設
置
し
、
検
証
を
行

　

う
予
定
で
あ
り
、
検
証
結
果

　

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
内

　

部
検
証
委
員
会
の
結
果
と
あ

　

わ
せ
て
今
年
度
中
に
公
表
す

　

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
学

　

校
に
お
い
て
も
、
２
学
期
制

　

に
よ
る
成
果
を
意
識
し
、
保

　

護
者
へ
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い

　

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

　

る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
大
型
の
公
共
事
業
や
福
祉
施

　

策
等
、
多
額
の
予
算
を
必
要

　

と
す
る
施
策
の
実
施
と
財
政

　

運
営
に
つ
い
て

・
こ
ど
も
夢
基
金
の
運
用
に
つ

　

い
て

・
地
域
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

・
市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業

　

に
つ
い
て

・
親
子
集
い
の
広
場
に
つ
い
て

・
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

市
長
公
室
に
権
限
が
集
中
し
過
ぎ
で
は
な
い
か
？

伊
川
議
員

　

機
構
改
革
に
つ
い
て

　
　

今
回
の
機
構
改
革
で
は
、

　

新
た
に｢

市
長
公
室｣
が
設
け

　

ら
れ
、
秘
書
広
報
課
と
企
画

　

調
整
課
で
組
織
さ
れ
て
い
る

　

が
、
権
限
が
集
中
し
過
ぎ
で

　

は
な
い
か
。
市
の
最
も
重
要

　

な
施
策
の
総
合
企
画
等
を
担

　

う
企
画
調
整
課
が
、
市
長
直

　

轄
の
公
室
と
し
て
位
置
付
け

　

ら
れ
る
と
、
全
庁
的
な
意
思

　

の
伝
達
や
連
携
が
う
ま
く
い

　

く
の
か
疑
問
に
思
う
。
公
室

　

か
ら
離
し
た
方
が
い
い
と
思

　

う
が
ど
う
か
。

　

学
校
２
学
期
制
に
つ
い
て

　
　

学
校
２
学
期
制
が
導
入
さ

　

れ
て
５
年
が
経
過
し
よ
う
と

　

し
て
い
る
が
、
保
護
者
の
間

　

で
も
ま
だ
不
安
や
戸
惑
い
の

　

声
が
聞
か
れ
る
。
検
証
委
員

　

会
が
開
か
れ
て
い
る
と
い
う

　

こ
と
な
の
で
、
成
果
や
課
題

　

な
ど
を
分
か
り
や
す
い
形
で

　

公
表
し
、
理
解
を
得
る
努
力

　

が
必
要
で
は
な
い
か
。
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福
祉
保
健
部
長　
　

①
社
会
保

　

障
は
社
会
保
険
、公
的
扶
助
、

　

社
会
福
祉
な
ど
、
５
部
門
に

　

分
け
て
あ
り
、
国
保
は
社
会

　

保
険
の
分
類
に
な
る
。
そ
の

　

社
会
保
険
の
定
義
は
、
各
自

　

が
保
険
料
を
払
い
、
各
種
リ

　

ス
ク
の
保
障
を
す
る
シ
ス
テ

　

ム
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
、

　

強
制
加
入
の
相
互
扶
助
制
度

　

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
国

　

保
法
に
は
、
相
互
扶
助
と
い

　

う
文
言
は
な
い
が
、
社
会
保

　

障
と
保
険
料
の
徴
収
に
つ
い

　

て
の
記
載
あ
り
、
そ
こ
に
は

　

相
互
扶
助
の
考
え
が
あ
る
も

　

の
と
認
識
し
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
長　
　

②
国
保
に

　

は
一
般
と
退
職
該
当
が
あ

　

り
、退
職
該
当
の
医
療
費
は
、

　

現
役
の
被
用
者
保
険
の
方
々

　

の
保
険
料
か
ら
も
賄
わ
れ
て

　

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一

　

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

　

は
、
不
公
平
感
を
増
す
こ
と

　

に
な
る
の
で
困
難
で
あ
る
と

　

考
え
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長　
　

①
現
在
、

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
を
実

　

施
し
て
い
る
自
治
体
の
支
援

　

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
・

　

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
で
き

　

る
限
り
早
い
時
期
に
結
論
を

　

出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長　
　

②
一
般
的

　

に
建
設
工
事
に
お
い
て
は
、

　

屋
根
工
事
、
板
金
工
事
は
施

　

工
上
の
区
分
が
難
し
く
、
ま

　

た
責
任
施
工
の
面
か
ら
も
一

　

連
の
工
事
管
理
で
行
う
必
要

　

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し

　

か
し
、
工
事
の
内
容
や
規
模

　

な
ど
に
よ
り
、
単
一
職
種
で

　

施
工
可
能
で
あ
る
場
合
に
つ

　

い
て
は
分
離
発
注
で
き
る
と

　

思
う
の
で
、
経
済
性
、
公
平

　

性
に
反
し
な
い
か
十
分
に
検

　

討
し
た
上
で
、
可
能
な
限
り

　

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

　

い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
市
長
公
約｢

福
祉
の
ま
ち
日

　

本
一｣

に
つ
い
て

・
資
格
証
明
書
、
短
期
保
険
証

　

の
発
行
中
止
に
つ
い
て

・
国
保
広
域
化
へ
の
見
解
に
つ

　

い
て

・
経
済
的
に
利
用
で
き
な
い
介

　

護
保
険
に
つ
い
て

・
開
発
困
難
な
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ

　

ト
レ
イ
ン
に
つ
い
て

県
下
一
高
い
国
保
税
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
引
き
下
げ
る
べ
き

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
制
度
で
経
済
を
活
性
化
し
て
ほ
し
い

久
野
議
員

　

国
保
税
に
つ
い
て

　

①
佐
賀
県
で
は
全
自
治
体

　

で
、
長
崎
県
を
除
く
九
州
各

　

県
で
は
半
数
以
上
の
自
治
体

　

で
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計

　

へ
繰
り
入
れ
て
い
る
と
い
う

　

状
況
で
あ
る
。
大
村
市
が

　

｢

国
保
は
相
互
扶
助
だ
か
ら｣

　

と
い
う
理
由
で
一
般
会
計
か

　

ら
の
繰
り
入
れ
を
困
難
と
し

　

て
い
る
こ
と
は
国
保
法
に
根

　

拠
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

②
す
べ
て
の
市
民
が
退
職
す

　

れ
ば
加
入
す
る
国
保
の
安
定

　

は
市
民
の
希
望
で
あ
り
、
一

　

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
も

　

｢

公
平
性｣

を
損
な
う
も
の
で

　

は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

大
村
市
の
経
済
活
性
化
に
有

　

効
な
建
設
業
の
育
成
に
つ
い

　

て

　

①
一
人
親
方
の
大
工
・
左
官
・

　

電
気
事
業
・
給
排
水
事
業
の

　

皆
さ
ん
が
熱
望
す
る｢

市
民

　

の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す

　

る
補
助
金
制
度｣

を
国
の
経

　

済
対
策
支
援
を
使
っ
て
早
急

　

に
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

②
独
自
技
術
を
創
造
し
、
発

　

揮
で
き
る
屋
根
板
金
工
事
の

　

分
離
発
注
が
で
き
な
い
か
。
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